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　これまで本研究所の聴覚障害教育研究班では、聴覚障害児童生徒の教科指導の充実に資す
るため、教材の保有と活用に関する調査・研究、授業実践に基づく研究を進めてきました。
本研究の１年次は、聴覚障害教育における国語科指導で継承・共有すべき専門性として、教
材の考え方・在り方と効果的な活用について、授業実践と研究協議を通して明らかにしてき
ました。
　研究２年次は、算数・数学科において２校で３回の授業研究を行い、教科のねらいと児童
生徒の実態に応じた指導について、明らかにすべき点を検討しました。また、自立活動にお
いては、３校で６回の授業研究を行い、聴覚障害教育における自立活動の方法 ･内容につい
て多くの知見を得ることができました。
　本研究を進めるに当たり、研究協議会での話題提供、各研究協力機関での授業研究会の実
施など、多大なご協力をいただいた研究協力機関の青森県立青森聾学校、福島県立聾学校、
東京都立大塚ろう学校、長野県長野ろう学校、静岡県立静岡聴覚特別支援学校、佐賀県立ろ
う学校の皆様、また、研究協力者として研究協議会や授業研究会において貴重なご助言をい
ただいた広島大学大学院の谷本忠明先生に感謝申し上げます。
　聴覚障害教育の専門性の維持 ･継承・発展は、授業研究が中核であることを再認識いたし
ました。
　本報告書は、事前調査を行った予備的準備的研究を含めると３年間のまとめとなります。
紙面の都合上、研究協力機関における実地調査やアンケート調査の全ての内容を掲載するこ
とができないことをお詫びいたします。今後、本研究で明らかにした教材活用の考え方や配
慮事項等の情報が、聴覚障害児に対する教育における指導に寄与することを願っています。
　なお、本研究では、聴覚障害児が学ぶ難聴特別支援学級、通級による指導（難聴）、通常
の学級等における指導者を対象にした理解啓発資料（Q&A集）を作成いたしました。その
冊子の主たる目的は、初めて聴覚障害の教育に当たる小・中学校の先生や聾学校の先生に対
して、主な指導場面を 50 抽出しました。50 の Qは、研究協力機関より、学校現場での研修
事項や小・中学校からの問い合わせの頻度の多いものを出し合い、特に重要と思われたもの
を選定したものです。小誌が今後インクルーシブ教育システムの構築に資する資料として活
用されることを願っております。

（研究代表者　原田公人）
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